































なかったためか 「口説」 「素声」 が中心で 旋律も洗練されず単調である。成立期の平曲の姿を残しているのかもしれない。
131
　
十一之上から伝授物までの四十一句は「六代乞請」 「妓王」 「法住寺合戦」などを含み、 「長物」とも称する。口伝に、
「上ニ節モナキ様ナレトモ下ニ節コモリアタリ勝ニシテ耳ニ立ヌカ上手ナリ」 、つまり節がないかのような語りが上手、とある。長物は、これを模索する段階である。【伝授物】　
伝授物の多くが、皇室や宗教に関わる内容の句である。






には時代が下るにつれて書き込みが増える。 「那須与一」 「木曽最期」などは人気句だったとみえ、練り上げられた印象が強い。幕末の江戸では「連平家」も好まれ、 平家正節を平家物語順に再編纂した「鳴海家本平曲吟譜新集」には「導・脇・連」の書き込みが頻繁に見受けられる。　
平曲の語り手は、平家物語を演じるわけではない。平家物語の詞（ことば）をはっきりと発音することで、内容の解
釈を聴き手に委ねる。この発音 も特徴がある。例えば入道を にうどう 、中宮を「ちうぐう」と割音で語る。促音便の「っ」は「ts」 、ツメと表記があれば「tt」 、ノムと表記があれば「tn のような音で語る。じ・ぢ・ず・づも使い分ける。御母は「おんぱわ」と振り仮名があ が、O－N－PHA－WHAと考えると語りやすい　
平家正節の行間や口伝には、中世の要素が生きている。荻野検校の業績を称え、口伝を次代につなげたい。
（前田流平家詞曲相伝・平曲研究所代表）
